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1998 年 1 ⽉ 1 ⽇~2019 年 12 ⽉ 31 ⽇の間に 

札幌医科⼤学附属病院 ⼼臓⾎管外科において 

⼤動脈瘤の治療を受けられた⽅へ  

―『⼤動脈瘤を有する患者における瘤壁・⼤動脈壁・⾎管周囲脂肪組織の性質 

に関する研究』へご協⼒のお願い― 

 
研究機関名 札幌医科⼤学附属病院 

研究機関⻑ ⼟橋 和⽂ 

研究責任者 札幌医科⼤学附属病院 ⼼臓⾎管外科 教授  川原⽥ 修義 

研究分担者 札幌医科⼤学附属病院 循環器・腎臓・代謝内分泌内科 教授 三浦 哲嗣 

           札幌医科⼤学附属病院 総合診療医学講座 兼 循環器・腎臓・代謝内分泌内科

学講座 講師  古橋 眞⼈ 

           札幌医科⼤学附属病院 ⼼臓⾎管外科 助教  ⿊⽥ 陽介 

      札幌医科⼤学附属病院 ⼼臓⾎管外科 助教 鎌⽥ 武 

 
1.研究の概要  
1) 研究の⽬的  
 
○はじめに 
 ⼼⾎管疾患、脳⾎管疾患など、動脈硬化が原因の疾患は、⽇本⼈の死因の約 4
分の 1 を占めており、その病態や治療法などについて多くの研究が⾏われてい
ます。その中でも特に⼤動脈瘤は⾼齢化が進む本邦において増加していると⾔
われています。近年の研究により、⼤動脈瘤の成因が徐々に明らかになってきて
おり、さらなる病態の解明が期待されている分野のひとつです。現状わかってき
ていることは⾎管周囲脂肪組織の炎症や⼤動脈壁が虚⾎にさらされることなど
が⼤動脈瘤の原因として解明されてきていますが、その機序などの細かい病態
については未だにはっきりとした理由はわかっていません。 
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 そのため本研究では⼤動脈瘤と診断された患者さんで、札幌医科⼤学附属病
院で外科的⼿術を施⾏された⽅を対象に、病理組織として保管されている⼤動
脈壁組織を研究して⼤動脈瘤の病態の解明を⾏います。この病態の解明によっ
て今後の⼤動脈瘤の治療につなげることがこの研究の⽬的です。 
 
2) 研究の意義・医学上の貢献  
これまで札幌医科⼤学附属病院⼼臓⾎管外科で⼤動脈瘤の治療を受けられた⽅
の結果を把握する事により、現在治療を受けておられる患者さんの検査や追加
治療の選択や、今後⼤動脈瘤の治療を受けられる患者さんの治療⽅法、治療後の
対応の参考にすることができます。この研究の成果は、⼤動脈瘤の発症機序の解
明及び新しい治療⽅法発⾒のきっかけになり、患者さんの治療と健康に貢献で
きる可能性があります。 
 
 
2.研究の⽅法  
1) 研究対象者  
 1998年 1⽉ 1 ⽇から 2019年 12⽉ 31 ⽇までの期間に札幌医科⼤学附属病院
⼼臓⾎管外科において⼤動脈瘤に対する⼿術を受けられた⽅が研究対象です。 
 
2) 研究期間  
病院⻑承認⽇から 2023年 12⽉ 31 ⽇ 
 
3) 予定症例数  
 2019年 9 ⽉ 1 ⽇現在で、当院 90 例、関連施設を含め全体で 100 例を予定し
ています。そのうち、上記期間（1998年 1⽉ 1 ⽇から 2019年 12⽉ 31 ⽇）の
患者さんは 30症例を予定しています。 
 
4) 研究⽅法  
 1998 年 1 ⽉ 1 ⽇~2019 年 12⽉ 31 ⽇の間に当院において⼤動脈瘤の治療を
受けられた⽅で、研究者が診療情報をもとに⼤動脈瘤のデータを選び、それぞれ
の組織に対する組織学的分析を⾏い、動脈瘤発症の仕組みについて調べます。  
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5) 使⽤する試料  
 この研究に使⽤する試料として、すでに保存されている⼤動脈瘤組織を使⽤
させていただきますが、⽒名・⽣年⽉⽇などのあなたを特定できる情報は削除し
使⽤します。また、あなたの情報が漏洩しないようプライバシーの保護には細⼼
の注意を払います。  
 
6) 使⽤する情報  
 この研究に使⽤するのは、⼤学病院のカルテに記載されている情報の中から
以下の項⽬を抽出し使⽤させていただきます。分析する際には⽒名、⽣年⽉⽇な
どのあなたを特定できる情報は削除して使⽤します。また、あなたの情報などが
漏洩しないようプライバシーの保護には細⼼の注意を払います。  
・ 年齢、性別、家族歴、既往歴 
・ 診察所⾒、⼼臓弁の状態、採⾎や⼼臓超⾳波検査などの検査データ  
・ 治療内容、処⽅、副作⽤などの状態  
 
7) 外部への試料・情報の提供  
 特になし。 
 
8) 試料・情報の保存、⼆次利⽤  
 この研究に使⽤した試料・情報は、研究の中⽌または研究終了後 5年間、札幌
医科⼤学⼼臓⾎管外科内で保存させていただきます。電⼦情報の場合はパスワ
ード等で管理・制御されたコンピューターに保存します。その他の試料・情報は
施錠可能な保管庫に保存します。なお、保存した試料・情報を⽤いて新たな研究
を⾏う際は、 臨床研究審査委員会(倫理委員会)にて承認を得ます。 
 
9) 試料・情報の管理責任者  
 この研究で使⽤する試料・情報は、以下の責任者が管理します。 

札幌医科⼤学附属病院 ⼼臓⾎管外科 川原⽥修義  
 
10)研究結果の公表  
この研究は⽒名、⽣年⽉⽇などのあなたを特定できるデータをわからない形に

して、学会や論⽂で発表しますので、ご了解ください。  
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11) 研究に関する問い合せ等  
 この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。
また、あなたの試料・情報が 研究に使⽤されることについて、あなたもしくは
代理⼈の⽅にご了承いただけない場合には研究に使⽤しませんので、2022 年 3
⽉ 31 ⽇までの間に下記の連絡先までお申し出ください。お申し出をいただいた
時点 で、研究に⽤いないように⼿続をして、研究に⽤いられることはありませ
ん。この場合も、その後の診療など病院サービスにおいて患者の皆様に不利益が
⽣じることはありません。 ご連絡頂いた時点が上記お問い合せ期間を過ぎてい
て、あなたを特定できる情報がすでに削除されて研究が実施されている場合や、
個⼈が特定できない形ですでに研究結果が学術論⽂などに公表されている場合
は、解析結果からあなたに関する情報を取り除くことができないので、その点は
ご了承下さい。  
 
 
＜問い合わせ先＞ 

札幌医科⼤学附属病院                         
担当医師  ⼼臓⾎管外科・診療医     三上 拓真  （研究協⼒者） 

⼼臓⾎管外科・教授      川原⽥ 修義 （研究責任者） 
連絡先                                                           
平⽇⽇中  ⼼臓⾎管外科学講座 (教室)  011-611-2111 （内線 33120） 
夜間休⽇   5 階北病棟      011-611-2111（内線 32910、32920） 

 
 

 


